
　　　　　　　
１　目標
　・公共交通機関利用における様々な危険について理解し、安全な利用ができるようにする。
（東京都教育委員会　安全教育プログラム　Ⅱ―１―⑨）
・約束や社会のきまりを守り、公徳心をもつ。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　４－(１)
２　題材について
3年生の6月には自転車教室を行い、道路での安全な自転車利用について学習してきた。本単元では公共交通機関へ視野を広げ、日頃電車やバスに乗っている経験を生かし、電車やバスに乗る時の安全について考え、行動できる児童を育てていく。また、マナーを守ることが安全につながることにも気付かせたい。
３　主題に迫るための工夫

　・電車やバスの乗り降りと乗車中の様子を表した絵から危険を予測させる。
　・公共交通機関には、安全を守るための工夫がたくさんあることに気付かせる。
　・駅員や乗務員から、身近に起こる危険や、安全のための配慮について話を聞くことで、安全な乗り物の利用について理解を深めさせる。
４　指導計画（３時間）
	時
	学習活動
	支援（○）　評価（■）

	１
	・電車やバスを利用していて、危険な目に会いそうになった経験を話し合う。
・電車や自動車の停止距離や、大型車自動車の死角など、特性について知る。
・電車・バスを利用するときのマナーについて考える。
	○乗り物を利用した危険な場面を思い出し、回避する行動を考えさせる。

■公共交通機関の安全な利用について関心をもつ。

	1組
3(本時）
	2組
2
	・バスの乗降中や乗車中の危険を予測し、回避するための行動を考える。
・車内の安全のための工夫に気付く。
・バスの乗務員の話を聞き、安全に行動することの大切さを考える。
	○バスの絵から危険を予測させる。
■バス利用においての危険を予測し、安全に利用する方法を考えている。

	1組
2
	2組
3（本時）
	・電車内や駅のホームでの危険を予測し、回避するための行動を考える。
・駅員の話を聞き、安全に行動することの大切さを考える。
	○電車の絵から危険を予測させる。

■電車利用においての危険を予測し、安全に利用する方法を考えている。


５　本時の展開　　１組　(３／３時)
(１)ねらい
　・バスの乗降中、乗車中の危険を予測し、回避するための行動を考える。
・車内にある安全のための工夫や乗務員の配慮について知り、安全に利用することの大切さを知る。
(２)指導の実際
	学習活動(予想される児童の反応※)
	留意点(・)　支援(○)　評価(■)

	１　本時のめあてを知る。

２　どんな危険があるか考え、安全な乗り方を話し
　　合う。
〔車内の事故〕
　　※荷物を両手に持っていると、転びやすい。
　　※つり革に届かないときは、どうすればいいのかな。

　　→つり革や手すりに必ずつかまることが大切。
　　→バスが動いている時は、立ち上がったら危険
３　乗務員からバス内の事故事例を聞く。　　　　（授業者のインタビュー形式）
４　安全のためのバスの工夫を見つける。
　　※車内･･･つり革、手すり、アナウンス、

ポスター、ノンステップバス、
数多い降車ボタン、バックミラー、
降車ゾーン、消火器、非常口
５　乗務員の話を聞く。
　　・乗降中、走行中、停車中など、運転中に気を付けていることを知る。
　　・乗客の安全、道路上の安全
６　本時の学習の振り返りをする。

	○バスの車内の絵を見て、どんな危険があるか、予測する。
・安全には、自分の安全だけではなく他人の安全も含まれることを押さえておく。
・どんな状況下で、車内の事故が起こりやすいかや、小学生による危険な行動や、マナー違反などの例を話してもらう。
・設備面だけでなく、乗務員の配慮にも、目が向くようにさせる。

○児童から工夫が出されたら、写真や絵を掲示する。
○話されたことを掲示、または板書していく。
■バス利用においての危険を予測し、安全に利用する方法を考えたり、バス内の安全のための工夫に気付いたりしている。(ワークシート)
・たくさんの工夫があっても、利用する自分たちが安全に利用しなければ意味が無いことを押さえる。
・バスを利用するときの、自分の安全のめあてを設定させ、振り返りをさせる。


５　本時の展開　　２組　(３／３)時
(１)ねらい
・電車利用において様々な危険を予想し、回避するための行動を考える。
・車内、ホームにある安全のための工夫や乗務員の配慮について知り、安全に利用することの大切さを知る。
(２)指導の実際
	学習活動(予想される児童の反応※)
	留意点(・)　支援(○)　評価(■)

	１　本時のめあてを知る。
２　どんな危険があるか考え、安全な乗り方を話し合う。
【ホーム】
　※ホームを走ったら人がたくさんいて危険だ。
※乗る人、降りる人にぶつかって危ない。
　※ホームのぎりぎりを歩くと落ちてしまいそう。【車内】
　※ドアに寄りかかっていたら、開くときに押され

て外へ倒れてしまうかもしれない。
３　乗務員から車内、ホームでの事故事例を聞く。（授業者のインタビュー形式）
４　安全のための車内、ホームでの工夫を知る。
　※車内…手すり、つり革、簡易スロープ、

車いす用スペース

　※ホーム…黄色い線、点状ブロック、アナウンス

　　　　　　整列乗車、列車非常停止ボタン、AED、

ホームドア

５　乗務員の話を聞く。

　　・乗降中、走行中、停車中など、運転中に気を付けていることを知る。
　　・乗客の安全、道路上の安全
６　 本時の学習を振り返る。
	・車内、ホームの絵を見て、どんな危険があるか予測する。
・安全には、自分の安全だけではなく他人の安全も含まれること、マナーを守ることもまた安全な行動であることを押さえておく。
・どんな状況下で、車内の事故が起こりやすいかや、小学生による危険な行動や、マナー違反などの例を話してもらう。
○話されたことを掲示、または板書していく。
■電車利用においての危険を予測し、安全に利用する方法を考えたり、安全のための工夫に気付いたりしている。(ワークシート)
・たくさんの工夫があっても、利用する自分たちが安全に利用しなければ意味が無いことを押さえる。
・電車を利用するときの、自分の安全のめあてを設定させ、振り返りをさせる。


第３学年　学級活動（交通安全）・道徳　　　　　場所　3‐1，3‐2教室


　　　　　　　　　　安全に乗り物に乗ろう


１組　　指導者　佐々木　優子　　　　２組　　指導者　井上　達矢


ゲストティーチャー　東京都交通局　電車部・自動車部の方　　　　　　





　　








バスの安全な乗り方を考えたり、安全のための工夫を見つけたりしよう。





電車の安全な乗り方を考えよう。








